
 

平成20年 10月 14日 

DOWA ホールディングス株式会社 
 

業績予想の修正についての補足説明 
 

  当社（東京都千代田区外神田4丁目14番 1号、資本金364億円、社長：河野 正樹）は、最近の急激

な事業環境の悪化や金属価格の下落等により、平成20年５月14日に公表した、平成21年３月期 第２

四半期累計期間（平成20年４月１日～平成20年９月30日）の連結業績予想、および平成21年３月期 通

期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正します。 

 

記 
 
１．第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年４月１日～平成20年９月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 225,000 18,000 18,000 10,000

今回修正（Ｂ） 215,000 10,000 10,000 5,500

増減額（Ｂ－Ａ） △10,000 △8,000 △8,000 △4,500
増減率 △4.4％ △44.4％ △44.4％ △45.0％

(参考)前期第２四半期累計実績 
（平成20年３月期第２四半期） 

237,212 27,360 27,446 12,118

 
弊社グループの経営成績につきましては、第１四半期は各事業部門とも堅調に推移し、当初予想を上

回る水準でしたが、第２四半期に入り自動車・ＩＴ向けの需要が急速に落ち込んだ影響で売上が減少し

ました。また、第２四半期末日にかけ銅・銀をはじめとした各種非鉄金属価格が急激に値下がりしたた

め、これに応じて棚卸資産の簿価を時価まで引き下げる低価法による評価損61億円を計上するため、利

益も大幅に減少しました。 

これらの結果、前回予想に比べ、売上高は100億円減収の2,150億円、営業利益、経常利益ともに80

億円減益の100億円、四半期累計純利益は45億円減益の55億円となる見込みです。 

セグメント別では、製錬部門では金属価格の下落による銅・亜鉛事業の収益悪化を白金族事業で補い、

通常の収支はほぼ予想どおりとなりましたが、期末日の急激な金属価格の下落で銅・銀などの棚卸資産

の評価損が54億円生じたことにより、大幅な減益となる見込みです。 

環境・リサイクル部門では、昨年の建築基準法の改正による需要の減退がいまだ継続しており、土壌

浄化事業が大型案件の減少、工事着工遅れで予想を下回っていますが、リサイクル事業が有価物の回収

率の向上などで上振れしたため、部門全体ではほぼ予想どおりの利益となる見込みです。 

電子材料部門では、昨年度下期からの半導体不振により需要が減少したものの、機能材事業で銀粉、

メタル粉、鉄粉などが堅調に推移し、部門全体では予想どおりの利益となる見込みです。 

金属加工部門では、需要家である自動車・電子部品・半導体の各業界の急激な需要の落ち込みにより、

売上高、利益ともに予想未達となっています。さらに、期末日の銅・ニッケル価格の下落により棚卸資

産の評価損7億円が発生した影響で利益は予想を大きく下回る見込みです。 

熱処理部門でも、自動車業界の急激な需要減退により熱処理加工の売上が減少しましたが、昨年度か

ら継続して実施している徹底したコスト削減により、予想どおりの利益となる見込みです。 
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セグメント別 損益                                                             単位：億円 

前回予想 今回修正       増       減 
 

売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

製         錬 1,150 70 74 1,090 17 15 △60 △53 △59
環境・リサイクル 430 35 35 410 33 34 △20 △2 △1
電  子  材  料 350 30 30 330 31 30 △20 1 0
金  属  加  工 520 25 25 490 6 9 △30 △19 △16
熱    処    理 140 17 16 140 16 16 0 △1 0
消  去  ほ  か △340 3 0 △310 △3 △4 30 △6 △4

   合    計 2,250 180 180 2,150 100 100 △100 △80 △80
 
第２四半期末 在庫評価損失                 単位：億円 

 製錬 金属加工 合計 
期末棚卸資産の低価法 
による評価損失予想 54 7 61

 
 

 
２． 通期連結業績予想数値の修正（平成20年４月１日～平成21年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 460,000 40,000 40,000 22,000

今回修正（Ｂ） 400,000 22,000 22,000 12,000

増減額（Ｂ－Ａ） △60,000 △18,000 △18,000 △10,000
増減率 △13.0％ △45.0％ △45.0％ △45.5％

(参考)前期実績 
（平成20年３月期） 475,826 44,319 44,888 24,520

 
下期の為替レート及び金属価格の前提 

 ８月平均 ９月平均 前回予想 
下期見込 

今回予想 
下期見込 

為替（円／US$） 109.3 106.8 95.0 100.0 
銅 LME（$／t） 7,635 6,991 8,400 6,000 
亜鉛 LME（$／t） 1,723 1,735 2,400 1,600 

 
当社の事業環境は、世界的な経済変調で自動車・ＩＴ向けの需要がさらに落ち込むものと考えてい

ます。また、金属価格は銅、亜鉛の価格下落が続いている状況です。 

事業環境の悪化による下期収支への影響としては約60億円、収益を押し下げると見込んでいます。

また、下期の為替レート・金属価格を直近のレート・価格を参考に５月14日公表時の前提条件を見

直すことにより、さらに50億円程度の減益になる見込みとなりました。 
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事業環境の急激な悪化に対し、各事業での徹底したコスト削減を実施していくほか、製錬部門では

小坂製錬の新炉の操業度向上、環境・リサイクル部門では廃棄物処理量の増加、電子材料部門ではメ

タル粉、鉄粉、その他既存製品の販売増、金属加工部門では新合金の販売増、熱処理部門では工作機

械、建設機器向けの受注増、など収益を確保するため様々な追加施策を実行していきます。 

 

しかし、環境変化によるダメージは避けられず、通期連結業績予想につきましては、前回予想に比

べ売上高は600億円減収の4,000億円、営業利益、経常利益は180億円減益の220億円、当期純利益

は100億円減益の120億円となる見込みです。 

 

事業環境は益々厳しい状況が予想されますが、上記施策を強力に推し進めるなどして収益の確保に

全力を尽くしていく所存であります。 

 
 

セグメント別 損益                                                             単位：億円 
前回予想 今回修正       増       減 

 
売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

製         錬 2,290 125 130 1,950 18 20 △340 △107 △110
環境・リサイクル 880 84 84 820 70 74 △60 △14 △10
電  子  材  料 700 70 70 620 53 53 △80 △17 △17
金  属  加  工 1,050 59 60 920 25 28 △130 △34 △32
熱    処    理 300 52 51 290 47 46 △10 △5 △5
消  去  ほ  か △620 10 5 △600 7 △1 20 △3 △6

   合    計 4,600 400 400 4,000 220 220 △600 △180 △180
 
 

 
《連絡先》DOWA ホールディングス 経理・財務部門 03-6847-1150   成田、菅原 

〃            企画・広報部門 03-6847-1106   西村、鎌倉 
 

以  上 


